
風
信

　
「
小
早
川
・
加
藤
・
小
西
が
世
に
あ
ら
ば
今
宵
の
月
を
い
か
に
見
る
ら
む
」

　

こ
れ
は
日
本
の
中
学
校
歴
史
教
科
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
初
代
朝
鮮
総
督
、
寺
内

正
毅
の
歌
で
す
。

　

こ
の
歌
は
明
治
時
代
、
我
が
国
が
そ
の
体
質
を
強
い
国
家
に
変
質
さ
せ
て
い
っ
た

こ
と
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
朝
鮮
に
か
か
わ
る
姿
勢
は
、
少
な
く
と
も
、
日
露
戦
争
前
ま
で
は
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
朝
鮮
の
近
代
化
が「
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
対
し
て
日
本
の
独

立
を
防
衛
す
る
た
め
」と
い
う
理
由
は
日
露
戦
争
の
勝
利
で
消
滅
し
ま
す
。
近
代
国

家
建
設
は
朝
鮮
自
身
に
任
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
日
本
は
そ
う
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
帝
国
主
義
風
潮
に
乗
っ
て「
保
護
」か
ら「
併
合
」と
い
う
国
家
体
制
に

変
身
し
た
の
で
す
。
ロ
シ
ア
を
破
っ
た
日
本
へ
の
称
賛
が
ア
ジ
ア
で
巻
き
起
こ
っ
た

こ
と
、
次
い
で
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス

が
世
界
列
強
の
一
員
と
し
て
認
め
て
く

れ
た
こ
と
な
ど
が
、
日
本
を
狂
わ
せ
た

と
思
い
ま
す
。

　

日
露
戦
争
が
終
わ
る
と
日
本
は
、
第

二
次
・
第
三
次
日
韓
協
約（「
韓
」は
大
韓

帝
国
）を
強
要
し
外
交
・
内
政
権
を
奪
い
、

統
監
府
の「
保
護
下
」に
置
き
、
其
の
後
、

一
九
一
〇
年
八
月
二
十
二
日
、
韓
国
を

併
合
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
日
の
韓
国

で
は
こ
の
日
は「
国
恥
日
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
狂
気
は
、
併
合
し
た
朝
鮮

と
ロ
シ
ア
か
ら
取
り
戻
し
た
遼
東
半
島

を
足
場
に
し
、
満
州
、
中
国
へ
と
日
本

は
兵
を
進
め
、
最
後
は
太
平
洋
戦
争
に

突
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

初
代
朝
鮮
総
督
に
な
っ
た
陸
軍
大
将
寺
内
正
毅
は
、
併
合
を
強
硬
に
主
張
し
た
山

県
有
朋
の
直
弟
子
で
し
た
。
そ
の
寺
内
が
開
始
し
た「
武
断
統
治
」は
日
本
の
た
め
に

朝
鮮
社
会
を
破
壊
し
、
改
造
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
土
地
と
米
を
奪
う
こ
と
に

重
点
が
置
か
れ
ま
し
た
が
、
の
ち
に
は「
ひ
と（
生
命
）」へ
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
之

を
ざ
っ
と
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
．「
土
地
調
査
事
業
」（
一
九
一
〇
〜
一
八
）の
結
果

①
三
・
三
％
の
不
労
地
主（
大
部
分
が
日
本
人
）が
五
〇
・
四
％
の
土
地
を
所
有

②
七
六
・
九
％
の
農
民
が
小
作
農
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
自
小
作
農

二
．「
米
増
産
事
業
」（
一
九
一
七
〜
三
四
）の
結
果

　
　
※
一
九
三
六
年
を
一
九
一
六
年
と
比
べ
て

①
米
生
産
量
は
約
一
・
六
倍
に
ふ
え
た
が
、
日
本
へ
の
移
出
量
は
約
六
・
七
倍
に

②
朝
鮮
人
の
年
間
米
消
費
量
は
〇
・
七
二
石
か
ら
〇
・
四
〇
石
に（
一
石
は
大
人
が

一
年
間
に
食
べ
る
目
安
）

三
．
戦
時
動
員

①「
強
制
連
行
」（
労
務
動
員
）　

約
六
十
万
人（
炭
坑
・
軍
需
産
業
な
ど
へ
）

②
兵
士
動
員　

二
十
万
七
千
人（
う
ち
戦
死
九
万
一
千
）

③
軍
属
動
員　

十
五
万
五
千
人（
う
ち
死
亡
四
万
八
千
人
）

④
従
軍
慰
安
婦　

推
定
一
万
人（
中
国
・
台
湾
を
ふ
く
む
）

　
「
土
地
調
査
事
業
」は
届
け
出
に
よ
っ
て
農
地
の
私
有
権
を
確
定
す
る
も
の
で
し
た

が
、
届
け
な
か
っ
た
農
民
は
自
分
の
土
地
を
総
督
府
に
没
収
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
、
李
氏
の
朝
鮮
が
と
っ
て
き
た
愚
民
化
支
配
に
よ
る
文
盲
率
の
高
さ
も
大
き
な
仇

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
米
不
足
と
と
も
に
、
韓
国
国
内
で
は
厳
し
い
飢
え
と
流
浪

の
民
を
生
み
、
三
〇
〇
万
の
国
外
移
住
を
引
き
起
こ
し
、
朝
鮮
社
会
は
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
日
本
は
抗
日
独
立
運
動
を
武
力
で
押
さ
え
込
む
一
方
で
、
神
社
へ
の
参
拝
、

皇
民
誓
詞
唱
和
等
に
よ
る
皇
民
化
政
策
と
日
本
語
使
用
の
強
要
、
改
名
な
ど
で
同
化

政
策
を
実
施
し
、
朝
鮮
民
族
の
歴
史
と
文
化
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
引
き
延
ば
し
た
た
め
に
ソ
連
の
対
日
参

戦
を
許
し
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
民
族
分
断
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
其
の
後
日
本
は

そ
こ
か
ら
起
こ
っ
た
同
族
戦
争
を
利
用
し
て
経
済
再
建
も
果
た
し
ま
し
た
。

　

独
立
後
、
民
族
の
怨
念
は「
日
本
全
面
拒
否
」と
し
て
な
が
く
続
き
ま
し
た
。
そ
し

て
一
方
で
は
国
情
不
安
定
の
た
め
日
本
に
残
っ
た
朝
鮮
の
人
達
は
日
本
人
の
誤
っ
た

民
族
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
九
六
五
年
の
日
韓
基
本
条
約
は「
賠
償
金
」問
題
を
解
決
し
た
に
過
ぎ
ず
、
日
中
・

太
平
洋
戦
争
の
認
識
、
個
人
保
障
問
題
な
ど
は
未
解
決
の
ま
ま
で
し
た
。
日
本
へ
の

不
信
は
教
科
書
や
靖
国
問
題
を
通
し
て
突
き
つ
け
ら
れ
、
個
人
保
障
の
訴
訟
提
起
と

し
て
続
き
ま
し
た
。

　

一
九
九
八
年
、
大
統
領
に
な
っ
て
ま
っ
先
に
訪
日
し
た
金
大
中
は
、
国
会
で
つ
ぎ

の
よ
う
に
演
説
し
ま
し
た
。

「
歴
史
的
に
日
本
と
韓
国
の
関
係
が
不
幸
だ
っ
た
の
は
、
約
四
〇
〇
年
前
の
秀
吉
と

争
っ
た
七
年
間
と
、
今
世
紀
初
め
の
植
民
地
支
配
三
十
五
年
間
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
わ
ず
か
五
十
年
に
も
満
た
な
い
不
幸
な
歴
史
の
た
め
に
一
五
〇
〇
年
に
わ
た

る
交
流
と
協
力
の
歴
史
全
体
を
無
意
味
な
も
の
に
す
る
と
い
う
の
は
じ
つ
に
愚
か
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
…
日
本
に
は
、
過
去
を
直
視
し
歴
史
を
恐
れ
る
真
の
勇
気
が
必

要
で
あ
り
、
韓
国
は
、
日
本
の
変
化
し
た
姿
を
正
し
く
評
価
し
な
が
ら
未
来
の
可
能

性
に
対
す
る
希
望
を
見
い
だ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。」（
東
京
書
籍
・
平
成
十
五
年
度

版
中
学
歴
史
教
科
書
か
ら
抜
粋
）

　

金
大
中
は
李
承
晩
以
来
続
い
て
き
た
対
日
拒
否
政
策
を
転
換
さ
せ
、
日
本
文
化
を

解
禁
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
日
韓
の
交
流
は
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
、
日
本
の
若
者
の

六
〇
％
が「
韓
国
が
好
き
」と
答
え
て
も
韓
国
で
は
七
〇
％
が「
日
本
が
嫌
い
」と
答
え

ま
す（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
）。
前
者
は
交
流
の
成
果
、
後
者
は
対
日
歴
史
教
育
の
結
果
で
す
。

二
つ
の
数
字
は
、
交
流
と
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
と
同
時
に
、
今
後
の
課
題
も

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
加
害
・
被
害
の
世
代
か
ら
子
・
孫
の
世
代
へ
と
移
っ
て
い
ま
す
。
過
去

を
忘
れ
て
未
来
志
向
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
お
た
が
い
が
正
し
く
歴
史
を
学
び
会
う
機

会
を
交
流
の
中
に
含
め
な
が
ら
真
の
友
好
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。�

（
諫
早
市
在
住
）

三
四
三
号　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日

「
韓
国
併
合
」一
〇
〇
年
に
寄
せ
て

○
二
月
は「
に
げ
月
」と
言
う
。
二
月
の
行
事
は
節
分
の「
豆
ま
き
」に
始
ま
り
、
あ
っ
と
言

う
間
に
過
ぎ
て
ゆ
く
月
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

○
然
し
私
の
二
月
の
行
事
は
、
五
日（
土
）県
下
九
篠
会
の
幹
事
会
、
十
八
日（
金
）午
後
二

時
よ
り
長
崎
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
の
平
成
二
十
三
年
度
理
事
会
・
通
常
総
会
が
あ
り

収
支
決
算
・
役
員
改
選
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
恒
例
の
記
念
講
演
会
と
い
う
事
に

な
り
、
私（
越
中
）が「
長
崎
を
中
心
に
し
た
南
蛮
美
術
工
芸
」の
話
を
さ
せ
て
戴
い
た
。

○
翌
十
九
日（
土
）は
、
純
心
大
学
学
芸
員
資
格
講
座
の
一
つ
と
し「
長
崎
食
の
文
化
史
」を

私
に
担
当
依
頼
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
二
日
連
続
の
講
座
と
な
り
大
い
に
緊
張
し
た
。

○
三
月
に
入
る
と
、
毎
週
月
曜
午
前
中
は
恒
例
の
長
崎
学
講
座
、
火
曜
日
は
長
崎
古
文
書

学
研
究
会
、
水
曜
日
は
長
崎
懇
話
会
と
忙
し
い
。

○
三
月
の
年
中
行
事
と
言
え
ば
三
月
三
日
の
桃（
女
）の
節
句
で
あ
る
。
然
し「
三
月
で
は

桃
の
花
は
、
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
言
わ
れ
る
。
実
は
、
こ

の
節
句
も
中
国
の
歴
史
書
に
よ
る
と「
三
月
上
巳
の
節
供
」を
起
源
と
し
、
今
年
は
四
月

十
二
日
が「
桃
の
節
句
」の
日
に
当
る
そ
う
で
あ
る
。

○
長
崎
の
三
月
桃
の
節
句
料
理
に
つ
い
て
は
脇
山
壽
子
女
史
の「
長
崎
年
中
行
事
抄
」や
私

の「
雛
ま
つ
り
料
理
」（
長
崎
学
・
続
々
食
の
文
化
史
）を
読
ん
で
戴
く
と
よ
い
。

○
三
月
は
十
八
日
よ
り「
春
の
お
彼
岸
」が
始
ま
る
。
彼
岸
の
語
源
は
先
年
も
記
し
た
が

パ
ー
リ
ー
語
で
はPārim

am
 tiram

と
あ
り
、
我
が
国
で
は
聖
徳
太
子
の
頃
よ
り
始

ま
っ
た
と
言
う
が
、
文
書
の
上
で
は
延
暦
二
十
五
年
二
月
の
記
録
が
最
古
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
彼
岸
会
の
中
日
、
長
崎
野
母
の
脇
岬
観
音
様
を
拝
す
れ
ば
西
方
浄
土

が
海
上
に
浮
び
あ
が
っ
た
と
、
鎌
倉
時
代
の「
元
享
釈
書
」に
は
記
し
て
あ
る
。

○
今
月
は
次
の
御
本
を
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
長
崎
学
芸
事
典
』。
著
者
の
阿
野
露
団
氏
は
多
年
長
崎
新
聞
社
学
芸
部
に
勤
務
さ
れ
、

長
崎
の
学
芸
文
化
に
つ
い
て
多
く
の
貢
績
を
残
し
て
お
ら
れ
る
。
今
回
の
著
書
は
氏
の
多

年
の
研
究
を
集
大
成
さ
れ
た
も
の
で
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
が
多
か
っ
た
。（
形
文
社
刊
）

　
『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』二
〇
一
〇
・
七
─
一
〇
号　

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
よ
り

昭
和
四
十
三
年
以
来
毎
年
発
刊
さ
れ
て
い
る
民
族
学
専
門
の
研
究
書
で
、
今
年
は「
百
鬼
夜

行
絵
巻
」「
会
津
農
書
」「
か
ら
さ
お
研
究
」「
タ
コ
容
渓
」な
ど
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。

　
『
長
崎
談
叢　

第
九
十
八
輯
』長
崎
談
叢
の
第
一
輯
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
年
五
月

で
あ
っ
た
。
今
回
は
レ
ン
ゾ
神
父
の「
古
賀
地
方
の
キ
リ

シ
タ
ン
史
」に
始
ま
り
立
派
な
論
考
が
多
く
よ
く
編
集
さ

れ
、
さ
す
が
に
長
崎
を
代
表
す
る
郷
土
誌
で
あ
っ
た
。

�

（
長
崎
史
談
会
刊
）

鶴
田
　
勝
俊

現在の群山港（全羅北道）


